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国立成育医療研究センター（所在地：東京都世田谷区大蔵、理事長：五十嵐隆）総合診療

部の飯島弘之、窪田満、および社会医学研究部の石塚一枝は、新型コロナウイルス感染症

に感染した子どもとその親に対して、新型コロナウイルス感染症に係るスティグマ（患者

さんに対する「差別」や「偏見」）と、メンタルヘルスへの影響について調査する研究を

実施しました。 

対象は 2021 年 11月から 2022年 10月まで、新型コロナウイルスに感染して国立成育医療

研究センターに入院した 4～17歳の子どもおよび、新型コロナウイルスに感染して入院し

た 0～17 歳子どもの親とし、新型コロナウイルス感染症に係るスティグマとメンタルヘル

ス (抑うつ、不安、孤独感) に関する質問票調査を実施しました。対象者は 47人の子ど

もと 111人の親で、そのうち入院中の調査では子ども 43人(91%)と親 109人(98%)が質問

票に回答し、1か月後の追跡調査ではそれぞれ 38人(81%)と 105人(95%)が回答しました。

その結果、主観的スティグマ（ここでは“自分だったら〇〇と思うだろう” という偏見を指す）がある

子どもと推定スティグマ（ここでは“多くの人がそう思うだろう”と想像する偏見を指す）がある親は、

１か月後もメンタルヘルスにネガティブな影響が見られました。 

本研究の成果は、Pediatrics Internationalに掲載されました。 

 

 

【表 1：親子のスティグマとメンタルヘルスの関係】 

 

 

新型コロナウイルス感染症のスティグマが罹患した子どもとその親の

メンタルヘルスに与える影響を調査 
～退院 1 か月後にもネガティブな影響を残す可能性を示唆～ 

https://www.ncchd.go.jp/hospital/about/section/general/shoni-shishun.html
https://www.ncchd.go.jp/hospital/about/section/general/shoni-shishun.html


 
 PRESS RELEASE 

【プレスリリースのポイント】 
 本研究は、新型コロナウイルス感染症関連のスティグマがメンタルヘルスに与える影響を

調べた日本で初めての研究です。 

 新型コロナウイルスに感染した子どもの主観的スティグマと親の推定スティグマは、退院

1 か月後のメンタルヘルスの悪化と関連していました。これらの結果は、こうした子どもたち

とその親に対して、心理社会的支援が必要であることを示唆しています。 

 本調査は、2021 年から 2022 年にかけて実施された調査であるため、当時の新型コロナ

ウイルス感染症に対するスティグマを表しており、現在におけるスティグマを示しているも

のではありません。しかしながら、今後、未知のパンデミックが発生した場合には、本調査と

同様のスティグマと、それによるメンタルヘルス等への影響が生じる可能性があると考えら

れます。 

 
【背景・目的】 
新型コロナウイルス感染症に関連するスティグマは、抑うつ、不安、孤独感などの心身の苦痛を

引き起こす世界的な問題です。しかし、新型コロナウイルス感染症のスティグマと、それに関連

する子どもや親のメンタルヘルスへの影響を調査した研究はほとんどありませんでした。そこで本

研究では、子どもとその親が新型コロナウイルス感染症関連のスティグマを経験しているという仮

説を立て、新型コロナウイルス感染症で入院した子どもとその親に対するスティグマがメンタルヘ

ルスに与える影響を調査しました。 
 
【研究概要】 
2021 年 11 月から 2022 年 10 月まで、新型コロナウイルスに感染して国立成育医療研究センター

に入院した 4～17 歳の子どもおよび、新型コロナウイルスに感染して入院した 0～17 歳の子ども

の親を対象として、新型コロナウイルス感染症に係るスティグマとメンタルヘルス (抑うつ、不安、

孤独感) に関する質問票調査を実施しました。入院中の 47 人の子どもと 111 人の親が対象とな

り、そのうち入院中の調査では子ども 43 人(91%)と親 109 人(98%)が質問票に回答し、1 か月後の

追跡調査ではそれぞれ 38 人 (81%) と 105 人 (95%) が回答しました。 

スティグマについては、隠ぺいスティグマ（ここでは覆い隠すことによって偏見や差別を回避しようと

するスティグマのことを指す）と回避スティグマ（ここでは個人や集団が感染を回避しようとするスティ

グマのことを指す）についてそれぞれに、主観的スティグマと推定スティグマを確認するアプローチ 1

を採用しました。メンタルヘルスを評価する質問として、抑うつ、不安、孤独について調査しました 2。 

 
1 「もし自分や家族がコロナになったらそのことは秘密にしたい」「もし自分や家族がコロナになったらそのことは秘

密にしたいと思う人が多いだろう 」などの 4 つの質問に対し、「全くあてはまらない」「少しだけあてはまる」「まああ

てはまる」「かなりあてはまる」「わからない・答えたくない」の 5 段階で回答し、「全くあてはまらない」「少しだけあ

てはまる」と答えた参加者を低スティグマ群、「まああてはまる」「かなりあてはまる」と答えた参加者を高スティグマ

群と分類しました。 
2 抑うつについては、親向けに患者健康質問票-9(PHQ-9)、子ども向けに青少年向け患者健康質問票（PHQ-9A）を使

用し、不安については、親向けに全般性不安障害-7(GAD-7)、子ども向けにスペンス児童不安尺度（SCAS）を使用。

孤独については、3 項目孤独（TIL）尺度を使用し評価しました。 
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スティグマの保有 

入院中の調査では、新型コロナウイルスに感染した子どもの 79%、親の 68%が高スティグマに該

当し、１か月後の調査においても、子どもの 66%、親の 64%が高スティグマに該当していました。推

定スティグマの方が、主観的スティグマよりも、高スティグマグループの割合が高くなっていました。 

 

【表 2：高スティグマ群の入院時と 1か月後の比較】 
 

メンタルヘルスへの影響 

子どもの抑うつと孤独感、親の抑うつと不安は、いずれも、入院中と比べ、１か月後の追跡調査で

有意に低下していました。しかし、以下に示す通り、主観的スティグマがある子どもと推定スティグ

マがある親においては、１か月後においても、メンタルヘルスにネガティブな影響が見られました。 

 

① 子どものスティグマと孤独感・抑うつとの関係 

子どもの主観的スティグマは、入院中の孤独感 (平均差 [MD] 2.32、95%信頼区間 [CI]、0.11～

4.52) と 1 か月後の追跡調査での抑うつ(MD 2.44、95%CI、0.40～4.48) と関連していました。一方

で、推定スティグマは、メンタルヘルスとの間に有意な関係は見られませんでした。 

 

② 親のスティグマと抑うつ・不安・孤独感との関係 

親の推定スティグマは、1 か月後の追跡調査で抑うつ、不安、孤独感と関連していました (MD 

2.24、1.68、1.15、95%CI、0.58～3.89、0.11～3.25、0.08～2.21)。一方で、主観的スティグマとメン

タルヘルスとの間に有意な関係は見られませんでした。 

 

以上の調査結果から、新型コロナウイルス感染症に関連するスティグマは、退院後 1 か月以上

にわたって精神衛生に影響を及ぼし続けること、スティグマが精神衛生に与える影響は子どもと親

で異なることが示されました。 
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